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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第3回法人研修について
日時：9/1(火)、2(水)　17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
テーマ：「メンタルヘルス」　講師：心理技術員チーム　小嶋　彩香
・9/2（水）八戸短大看護学生の通所実習（5名）
・防災訓練について
　日時：9/3（木）
　内容：13：00～消火器を使用した消火訓練→雨天時は9/10へ延期
　　　　14：30～防災に関するビデオ鑑賞
　　　　15：00～消防隊員による避難訓練・減災についての講演会
　通所参加スタッフ：工藤　弘美　、馬場　勇治

・第4回院内研修について
　日時：9/15(火)、16(水)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール　
　テーマ：「防災訓練における目的や意義」　講師：防災委員会副委員長　宮崎　ひとみ
・月報9/4（金）までに入力すること

＜利用者様情報＞

・坂本　健治様　～9月1日より青山荘からグループホームでの生活となっている。プログラム中の居眠りがあり、生活状況を確認する。「荷物の整理が大変で寝付けない事があった」との事。食事はご飯炊き、朝食と土・日は自炊であるが、惣菜が多いとの事。服薬は確実に行い、飲み忘れ等あればスタッフへ相談するように伝えている。環境変化に伴う病状変化に注意していく。
・金田　光希様　～8月28日青山荘で苛々し器物破損があり、居室内で喫煙するなど、ルールが守れない。振り返りに、被害妄想あり、「人を殴りたい」と険しい表情で話す等不安定な状態。頓服薬を服用するよう促すが薬は飲んでも全く効かない。信用していない。」と話し拒否している。9/2当院受診し、症状改善目的で入院となる。入院に伴い、本日でデイケア利用中止となる。

・北村　奈美様　～本人より電話があり、「お母さんにデイケアに行けって言われた」との事。しかし、水曜日は苦手な利用者がいる為「疲れる。行きたくない。利用日を火・木・金に変えようかな」と話している。利用日を変えるのは構わないが、決めたのであれば休まず通所するように促す。先週から通所できておらず、母様も心配しての言葉であったのではないか伝えると「うーん。少し考えてみる」と話し電話を切っている。その後、再度電話があり「昨日、指を怪我したから風呂に入っていいか、見てもらいたい」との事。傷口の状態を確認したい為、デイケアに来るように伝えるが、欠席となっている。来所時は生活状況の確認と他利用者との交流状況を確認していく。
・鹿原　博夫様　～昨日、時折小声での独語はあるが、口調の強さや表情の硬さはない。スタッフの話し掛けにも、にこやかに返答している。ゆっくりと入浴し、テレビを見て過ごしている。
・田中　一　様　～昨日来所時、顔色不良、焦燥感、眼光鋭さ見られ、本人は「不安のかたまりです」と話される。食欲もなく、眠ったが熟眠感が感じられないと話す。「血圧を測っていないと不安だ」と真剣な表情で話すが、スタッフから時間を決めて血圧測定するよう声がけすると了承される。プログラムには問題なく参加されている。9：00血圧128/80ｍｍHg、脈拍131回/分。午後は、血圧150ｍｍHg台　脈拍90～110回/分で経過。午後は、表情に穏やかさ見られている。本日のデイナイトケアでは、昨日の睡眠時間を話されている。「21：30～1：30まで気持ちよく眠った。2：00～5：26まで浅眠状態。5：30～6：40まで眠った。水分はやや少なめになっている」と話される。楽になったのではないかと少し笑顔見られている。血圧測定も笑顔で実施され「心臓は今までバクバクしていたが、ドキドキになった」と話されている。本日、血圧120～140ｍｍHg台　脈拍90～110回/分で経過。今後も血圧変動に注意し、身体状況を確認していく。

・小笠原　富治様～昨日、夕食時に一口で大量に口に含んで食べており、むせている様子が見られている。一口食べ終わってから、次の一口を入れるよう注意するが、聞き入れずに立て続けに副菜を口に運んでいる。食事後に再度ゆっくり食べるよう注意している。本日のデイナイトケアでは、食事時の見守りするが、むせずに摂取されている。今後、食事時の嚥下状態を確認していく。また、腹部に湿疹見られるが、青風荘スタッフより軟膏の残りが1本半だと伝えると「もう病院行かなくてもいいみたい、痒くない」と話されていると情報提供ある。
・倉橋　生子様　～青風荘より情報提供ある。昨日、特定利用者に何をやっても遅いと高圧的な発言聞かれている。特定利用者は、相手にしないためトラブルは見られていない。デイナイトケアでは、廊下での放歌、多弁傾向見られているが、特定利用者様への高圧的な発言は聞かれていない。

＜外来情報＞

・清水頭　翼様　～本日ハロマンス（50mg）1A筋注。就労を目指していることもあり、注射の間隔を延ばしていく予定。次回2週間後ハロマンス（75mg）、その次は4週間後ハロマンス（100mg）注射予定。

・高橋　洋子様　～夜間中途覚醒あり、歩行時、ふらつきあるとの訴えあり、テトラミド（10）1T就床前薬中止となる。

・青木　紀子　様～朝方眠気残っており、デパケン（200）2T　2×ndEから、2T　1×朝のみに変更。

・淡路　智恵子様～本日、血液・尿検査施行。アシスサン（2+）クラビット（500）1T　1×夕　5日分処方。

・番沢　政勝　様～血液検査にてNa 135であり、水分の摂り過ぎに注意するよう注意を受けている。

・村上　元道　様～血液検査にてLDLが前回157で服薬開始し、今回は138と基準値となっている。

＜8/20　青陽館　避難訓練の振り返り＞
・火災報知器連動盤の確認をする前に、スタッフは出火場所に向かっていたため、今後、
火災報知器連動盤を確認してから出火場所に向かう。
・警報音が（40秒）長くなり過ぎていたため、出火場所を確認する声が周囲に聞こえな

かった。今後、警報音をすぐに消し、周囲に出火場所を伝達する。
・初期消火にかけつけたスタッフが、出火場所のボイラー室の鍵を探すのに戸惑い、時

間を要したため、今後鍵の把握をする。
・区画形成中は、利用者がいるか確認しながら行うが、3階は2ケ所の区画形成がされて
いなかった。今後区画形成を行った際は、扉を閉める。
・デイナイトケア利用者は、階段を下りて、右側の扉から避難したが、状況に応じては、
避難しやすい出口から避難するようにする。

・利用者を先導するスタッフと最後に残留者確認スタッフの連携が取れていなく、先導者がおらず、先導者は即座に人数を把握し、状況に応じた対応ができるようにする。

・利用者が避難時ゆっくりと歩いていた。スタッフも利用者も危機感を持って声掛けする。

・区画形成し残留者の確認したスタッフは、リーダーに報告がなかったため、今後報告する。
・通報者は消防に通報を行ったが、建物の中にいたまま消防に連絡していたため、今後敏速に利用者と一緒に移動しながら、消防に連絡を行う。
※消防の方からは、出火施設、出火場所、住所、青陽館は病院の敷地内にあるのか、病院の固定電話の番号、通報者の名前、怪我人、重症者はいるのか、通報者は安全な場所にいるのかの確認があった。
＜今後の訓練で実施したいこと＞

・歩行状態の悪い方へのシーツ、マットに乗せて移送する訓練。
・近隣施設へ声掛けし応援を頼む。
今年度は、避難時間4分44秒であった。去年は、4分25秒であった。
今後、対策したことを実施し避難時間の削減に努めていく。
青陽館では、避難訓練を年2回実施。次回は地震後の火災を想定し実施する予定。

